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立がんセンターに行きました。これはセカンドオ

ピニオンです。先生から30分間５万円で話を聞き

ました。

　診察の２、３日後に手紙が来ました。開封する

と、その先生が診断した時の色々なアドバイス事

項が全部書いてあって感動しました。先生の診断

結果が患者さんに、手紙で送られて来るのです。

うちの家内も見て感動してしまいました。ここ

にヒントがあるのです。

　うちはお客様とお会いした際、資料を使ってい

ろいろな話をします。それを全部議事録にして、

私書箱でお客様に送るのです。どんな事を話した

のか、どういう内容だったのか所長先生も点検

して、所長先生の署名付きで出します。

　このようなことを行っている事務所はほとんど

ないでしょう。お客様と話してそのままではな

く、それを全部議事録に残して、送ってあげま

す。それをもらったお客様のことを想像してみて

ください。とても感動するのではないかと思いま

す。

　続いて高井・岡芹法律事務所。ここは私どもが

20年以上お世話になっている顧問弁護士です。こ

の方は人事労務で日本では５本の指に入る有名人

です。私は20年くらい毎月15万ほどお支払いして

いますが、高いと思ったことはありません。去年

の初め頃、私の個人的な民事事件がありまして、

相談すると「分かりました。専門の事務所をご紹

４　エヌエムシイ税理士法人の現在

　では、エヌエムシイ税理士法人東京事務所は現

在、どこまで来ているのかというと、簡単には行

きませんでしたが、訪問型から来社型へ移行済み

の顧問先が全体の70％です。試行錯誤してここま

で来ました。また、完全ペーパーレスが完了して

います。在宅スタッフの総人数は35名で、全体の

仕事の70％が在宅に移行しています。そのおかげ

で、うちの社員は少ないのです。新規契約の報

酬、これは最低月額８万円から。法人を設立した

ばかりでも８万円で契約になっています。我々が

勝手に自分の料金を下げていただけなのです。あ

るいは、皆様方が自分で料金を下げているだけな

のです。もっと自信を持ってください。その自信

を持つためには仕掛けが必要なのです。

５　異業種から学べること

　異業種から学ぶことも必要です。六本木のミッ

ドタウンクリニックは、私のかかりつけの歯医者

です。自宅から徒歩２、３分の所にあります。今

日も診てもらいました。ここから何を学んだか。

衛生士がクリーニングし終わると「少々お待ちく

ださい。院長が来ますから」と院長を呼ぶので

す。

　院長は口の中を診て「ああ大丈夫、異常ないで

す」それだけです。どうでしょう、患者として凄

く気分がいいです。院長が最後に点検して「大丈

夫ですよ。綺麗にできていますね」、治療の時も

他の医者が処置を行って、最後に院長が来て、

「大丈夫ですね。こういうところを注意して下さ

いね」と、それだけで患者は感動するのです。

　だから皆様方の事務所にお客様を呼んだなら

ば、担当者だけで帰してはダメなのです。

　所長先生が出ていくと、お客様は凄く満足して

帰っていくわけです。その一言二言です。人間っ

ていうのは感情の動物ですから。その感情の琴線

に触れるとお客様はとても喜びます。お金には変

えられません。

　次に有明国立がんセンター。今はすっかり良く

なってきていますが、９年前に肺がんになり、国




















